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心身障がい児童福祉手当

障がい児福祉手当

広報周知回数

単位
③

計画値

④

名称

補足

２８年度

100
％

1

事
業
費

見直しの余地あり 有効性： 見直しの余地あり 最終評価確認者： 地域福祉室長　水谷　和久

目
的

概
要

①心身障がい児童１人につき、月額2,000円の手当を、毎年度９月及び３月の２期に支給する。
②「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」に基づき対象障がい児へ障がい児福祉手当を給付し、また「三重県小児慢性特定疾患児日常
生活用具給付事業」に基づき対象品目の購入時に補助金を交付している。

①心身障がい児童の保護者に心身障がい児童福祉手当を支給することにより、心身障がい児童の健全な育成と福祉の増進を図る。
②身体や精神に障がいのある２０歳未満の児童に特別児童扶養手当を支給することにより、児童の福祉の増進を図り、また小児慢性特定疾患
児に対して日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図り、その福祉の増進を図る。

２７年度

総コスト 7,120

一般財源 3,444 2,806

152 平均給与額×③
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総合判定
　心身障害児童福祉手当及び障害児福祉手当の支給により、障がい児及び保護者への福祉の増進につながった。

Ｂ
まずまず進んだ

  平成22年度事業仕分けにより、心身障がい児童福祉手当については、不要との判定を受けている.。平成26年度、第４期障がい福祉
計画策定時に対象者へのアンケート調査を行ったが、他の福祉施策との調整が必要である。

  心身障がい児童福祉手当については、現金給付に代わるサービスの提供方法について、他の福祉施策と調整を行う。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 152
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年度計画 年度実績
①心身障がい児童福祉手当
　平成27年度支給実績
　支給者数：58人　手当金額合計1,418,000円

②障がい児福祉手当
　平成27年度支給実績
　支給者数：30人　手当金額合計：5,549,420円

　

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 4,310 4,162 所要人員 0.02

人
件
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総人件費 152
事業費 7,754 6,968 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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対象 心身障害児童の保護者

③
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施策の方向 03:だれもが暮らしやすい社会に向けた取り組み 項 児童福祉費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 心身障がい児福祉費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 05:障がい者の社会参加の促進 款 民生費

単位

Ｈ27(標準事業)
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計画コード 事業名 部名 健康福祉部
03057-1 給付事業（心身障がい児支援事業） 室名 高齢障がい支援室


